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　　　　　　仏教徒のねがい

1。仏に帰依し、仏の教えに帰依し、仏の教えをあおぐ人々に帰依して

　正しく明るく生きぬく人聞となります。

2・仏の智慧と慈悲に照らされて、さとりの道を求め、真実の自己に

　めざめると共に、多くの人々に仏のおしえを伝えます。

3．みずから戒めを守り、行ないを反省し、生かされている身の幸せに

　気づいて、あらゆる恵みに感謝し、叡智と愛情をもって明るい生活

　を築きます。
4．みずからとらわれと偏見をすてて、真実を正しく見、創造力を養い、

　個性を伸し、よろこんで世のためにつくして、自他平等の幸せな

　社会を作ります。　　　　　　　　　　　　（全日本仏教会制定）

昭和40年度 駅全日本仏教会

1．加盟仏教団体相互の連絡、提携および親睦

　4月13日　千葉県仏教会役員総会出席

　〃　25日　関東駿甲信越ブロック会長会議開催

　5月25日　墓地問題懇談会開催

　12月4日　東京都仏教連合会創立45学年祝賀会に出席

2・仏教教化運動の総合的企画および促進

6月19日

7月10日

7月24日

10月10日

3月28日

〃　29日

仏教文化京都会議開催

　〃　　仙台　〃

　〃　　東京　〃

　〃　　七尾　〃

第10回全仏講習会開催

　　　〃

3．諸官庁および関係諸団体との連絡

4月6日
〃　24日

8月12日

7月3日
1月8日
4月15日

宗教センター理事会出席

　　〃　　　設立記念講演会参加

宗教センター理事会出席

終戦20周年戦没者追悼法要厳修

北朝鮮遺骨収集運動実現促進運動に参加

セイロン台風救援金品依頼

4．仏教界に関する調査および研究

　8月29日　第13回全日本仏教徒会議長野大会に対する

　　　　　調査

5・各種仏教運動の実践および育成

　6月3日　第3回大阪仏教徒会議出席

糊1｝第・3回全日本仏教徒会議長野大会開催

　10月6日　第7回静岡県仏教婦人大会出席
　〃　24日　野田市仏教徒会議出席

　11月25日　福島県仏教会創立記念大会後援

　10月22日　機関誌「全仏通信」内容調査

6．各国のWFBセンターおよび仏教諸団体との
　　連絡

　5月21日　タイ国法王逝去に際し弔電

　6月22日　訪印日本仏教代表団につき、印度大菩提会

　　　　　へ書簡
　〃　　　〃

7月23日

8月2日

在伯仏教各宗連合会へ、リオ400年祭につ

き照会

タイWFB本部へ事業報告（1月～8月）
ベトナム問題声明書を各WFBセンターへ
発送

　9月1日　タイWFB世界本部会長来日
　10月24日　世界仏教青年大会準備理事会参加日本代表

　　　　　団の出発に際し、各国へ便宜供与方依頼
　〃　28日　訪白日本仏教代表団出発に際し、各国へ便

　　　　　宜供与方依頼
　11月1日　インド首相急逝に際し弔電、在東京大使館

　　　　　弔問
　12月1日　曹洞宗大本山総持寺青年僧のタイ仏教実践

　　　　　　につきWFB本部へ依頼
　3月9日　タイのウエサカ祭に、会長メッセーヂを送

　　　　　　る

7・世界仏教徒会議への参加および文化の交流と

　　促進

8・　仏教および仏教徒による国際親善および文化

　　の交流と促進

　4月9日　ハワイ国際花まつり大会に参加
　〃　ユ7日　南ベトナム社会福祉大臣来日につき、歓迎

　　　　　会開催
　〃　20日　海外日系人物故者慰霊法要のつき、各海外

　　　　　開教寺院へ調査
　〃　22日　米国香港総領事リチャード・ガード氏歓迎

　　　　　会開催
　5．月27日　故ネール印度首相一周忌追悼講演会開催

　6月8日　在日東南アジア仏教系学生リスト作成につ
　　　　　　き、各大学へ依頼

　〃　11日　ベトナム万行大学長歓迎会開催

　9月3日WFB本部会長歓迎会開催
10月16日

11月6日
〃　11日

〃　12日

〃　16日

〃　18日

〃　27日

2月24日

3月2日

ハワイ国際仏教婦人大会参加代表団歓送

訪印日本仏教代表団の歓送

南ベトナム統一仏教教会代表来日出迎え

　　　　　　〃　　　　　歓迎会開催
中華民国訪問日本仏教代表を羽田に見送る

南ベトナム絞一仏教教会代表　　〃

訪印日本仏教代表団帰国出迎え

岸信宏会長幽晦歓送
　〃　　　帰国

9．その他目的を遂行するに必要な事業

　2月14日　ベトナム仏教徒救援について懇談会開催

3月4日　　　　〃
〃　14日　　　　　” 実行委員会準備会開催
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印

■
ご
あ
ん
な
い
■

ひ
と
り
で
も
多
く

　
　
　
愛
知
県
仏
教
会

　
　
　
会
　
　
　
　
長

　
六
月
三
日
四
日
目
全
日
本
仏

教
徒
会
議
愛
知
大
会
も
間
近
に

な
り
ま
し
た
。
　
「
仏
教
は
一
な

り
」
善
光
寺
如
来
の
安
座
ま
し

ま
す
長
野
大
会
に
続
い
て
、
日

本
唯
一
の
仏
舎
利
奉
安
塔
を
ま

つ
る
愛
知
県
で
、
第
十
四
回
目

の
大
会
を
催
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
一
同

値
遇
頂
戴
感
激
に
堪
え
な
い
次

第
で
あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
、

人
間
（
イ
）
十
目
（
盲
）
の
見

る
と
こ
ろ
隠
（
L
）
す
こ
と
の

出
来
な
い
、
仏
都
愛
知
伝
来
の

仏
徳
の
致
す
当
然
の
値
遇
で
あ

る
と
、
県
民
挙
っ
て
大
会
の
盛

会
裡
に
無
事
円
成
す
る
こ
と
を

竹
　
田
　
鉄
　
仙

念
願
し
て
、
中
央
を
初
め
そ
れ

ぞ
れ
各
位
の
指
導
を
仰
ぎ
つ

つ
、
懸
命
の
諸
準
備
に
通
進
し

て
居
り
ま
す
。

　
庶
務
・
財
務
・
渉
外
・
企

竹田鉄仙会長

画
・
組
織
・
広
報
の
六
部
に
お

の
お
の
適
材
を
得
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
針
職
務
に
向
っ
て
己
に

そ
の
大
半
は
実
行
を
待
つ
ば
か

り
に
な
っ
て
、
全
国
か
ら
の
御

参
会
を
鶴
首
待
望
し
て
い
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。

　
家
庭
の
愛
護
・
仏
陀
の
護

法
受
持
に
忘
れ
る
こ
と
の
出
来

な
い
仏
教
婦
人
会
の
結
成
を
致

し
、
更
に
仏
青
の
結
成
を
見
る

べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
大

会
部
会
の
協
議
案
も
、
寄
せ
ら

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
を
中
央

で
審
査
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
私
ど
も
の
本

大
会
で
特
に
希
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
社
会
教
化
の
実
動
面

県
立
体
育
館
は
、
市
電
大
津
橋
電
停

お
よ
び
名
城
前
電
停
よ
り
徒
歩
約
五

分
、
市
バ
ス
市
役
所
前
停
留
所
よ
り
徒

歩
で
約
四
分
、
ま
た
名
城
南
停
留
所
よ

り
徒
歩
約
二
分
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

に
地
方
庁
と
も
協
力
し
、
組
織

の
力
に
よ
っ
て
行
う
な
ん
ら
か

の
基
準
を
生
み
出
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
本
大
会
の
企

画
部
で
は
、
そ
の
一
端
と
し
て

「
光
は
す
み
ず
み
ま
で
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
養
老
施

設
身
体
障
害
施
設
等
の
慰
問
教

化
を
す
る
こ
と
を
計
画
決
定
し

て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ウ
ェ
サ
カ
祭
も
、
已
に
仏
教

関
係
学
校
の
若
き
学
徒
数
千
の

参
加
を
決
定
し
、
仏
舎
利
奉
安

塔
顕
揚
の
主
旨
か
ら
な
る
伊
藤

清
永
画
伯
の
奉
安
塔
描
写
の
記

念
の
額
皿
も
出
来
し
、
県
下
に

万
余
の
会
員
の
参
会
応
募
も
な

・・㌦彊　瓢鳩蜘綴
愛知県体育館

勲

り
ま
し
た
。

　
た
だ
希
く
は
、
仏
教
護
持
の

た
め
に
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
の

大
会
の
使
命
の
も
と
に
、
全
国

よ
り
一
人
で
も
多
く
御
参
会
下

さ
れ
、
国
家
社
会
な
い
し
世
界

の
情
勢
に
仏
陀
の
教
を
臨
床
化

し
、
応
病
与
薬
の
仏
陀
の
真
精

（
青
少
年
部
会
の
会
場
に
な
る

愛
知
学
院
大
学
）

神
を
発
揮
す
る
大
会
と
し
て
頂

く
よ
う
、
念
願
し
て
己
ま
な
い

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
　
（
愛
知
学
院
大
学
学
長
）

　
ウ
エ
サ
ー
カ
と
は

　
第
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
愛
知

大
会
で
は
大
会
と
併
せ
て
ウ
エ
サ
ー
カ

祭
を
行
い
、
釈
尊
の
一
徳
を
讃
え
る
た

め
の
行
事
を
行
う
。
そ
れ
で
は
ウ
エ
サ

ー
カ
と
は
一
体
ど
う
い
う
意
味
を
も
つ

言
葉
で
あ
ろ
う
か
。

　
ウ
エ
サ
！
カ
と
は
、
五
月
の
満
月
の

日
に
行
　
釈
尊
の
誕
生
と
成
道
と
ネ
ハ

ソ
の
三
つ
の
意
味
を
含
め
た
祭
典
を
い

う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ハ
ー
ヴ
ン

サ
（
大
史
）
に
、
釈
尊
が
ウ
ル
ビ
ニ
ラ

村
な
る
菩
提
樹
の
下
で
、
ウ
エ
サ
ー
カ

月
の
満
月
の
日
に
無
上
正
覚
を
成
就
せ

ら
れ
た
と
い
う
の
が
、
よ
り
ど
こ
ろ
に

な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
●

広
羅

　
　
　
　
　
　
　
り
　

娯
欝

滋
騒
　

‘滅

感謝の礼拝「
平和な家醒

　　b

大谷ご本締、室内改装
　　　　　　　　　　　　本店
ご荘厳設計施工の栄に

浴しました。　　窟縮

布教用の素材

なら

なんでも・…

こ」袈

お尋ね下さい

■

■

■

■

▲　
　
　
観

　
　
　
●

各種制作

■教杖
圏センタ
■下京’花屋町

　油小跳角
■■　（37＞4騒1

前
大
会
で
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
の
た
び
も
本
真
珠
製
品
お
念
珠
ほ
か

い
ろ
い
ろ
と
り
揃
え
て

会
場
で
展
示
卸
売
会

よ
ろ
し
く

　
お
引
立
を
お
願
い
し
ま
す
。慧

閣卿緊螺’
7一’｝P叩「

螺一邸闘輝ギ｝　　　　巳　　　　　‘
、

，Pb
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．
覇
擁

会場にあてられた大谷派名古屋東別院

　
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
大
盛

典
に
あ
わ
せ
て
「
全
日
本
仏
教

婦
人
連
盟
」
の
第
十
三
回
全
国

大
会
が
六
月
二
日
（
木
）
午

後
一
時
か
ら
ひ
ら
か
れ
る
。
会

場
は
名
古
屋
市
中
区
下
茶
屋
町

五
七
の
東
本
願
寺
名
古
屋
別

院
、
正
午
か
ら
受
付
が
始
ま

る
。
大
会
に
は
全
日
仏
婦
会
長

大
谷
智
子
裏
方
、
副
会
長
の
善

光
寺
一
条
智
光
上
人
が
御
臨
席

に
な
る
。
仏
教
婦
人
の
心
の
平

和
、
世
界
の
平
和
を
念
願
す
る

大
集
会
で
あ
る
。
交
通
事
故
犠

牲
者
（
さ
き
の
飛
行
機
事
故
の

…
犠
牲
者
も
含
め
て
）
と
物
故
会

員
の
た
め
の
慰
霊
法
要
が
あ

る
。
日
程
つ
ぎ
の
と
お
り
。

　
第
一
部
（
別
院
本
堂
）

△
法
要
　
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
正
副
会
長
お
こ
と
ば
　
来
賓

　
祝
辞
（
全
仏
会
長
、
文
部
大

　
臣
、
愛
知
県
知
事
、
名
古
屋

　
市
長
な
ど
）
　
講
演
（
草
場

　
隆
円
先
生
）
仏
婦
の
歌
合
唱

　
（
午
後
一
時
か
ら
同
二
時
半

　
　
ま
で
）

△
第
二
部
総
会
（
別
院
会
議

　
　
　
　
　
　
　
室
）

報
告
（
各
加
盟
団
体
代
表
の

活
動
報
告
お
よ
び
意
見
発

表
）
協
議
（
家
庭
教
育
と
宗

教
教
育
に
つ
い
て
）
・

そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
書
判
　
六
六
頁

私
と
は
何
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
価
’
百
円
’
〒
二
〇
円
「

　
文
博
松
本
徳
明

　
　
「
私
」
を
大
宇
宙
一
微
視
の
世
界
に
わ
た
っ
て
解
明

　
し
た
若
き
世
代
必
読
の
書

人
間
の
本
質
を
探
る
■
盤
趨
能
〒
二
〇
円

杉
山
三
二
人
間
の
神
秘
は
業
の
研
究
に
よ
っ
て
解
明

　
　
　
　
　
せ
ら
れ
る
．
・
：
著
者
は
航
空
機
設
計
鼓
師

発
行
所
ル
・
ピ
ニ
社
千
代
鯉
輪
翠
銑
難
噌

　
（
午
後
三
時
か
ら
同
五
時
ま

　
　
で
）

　
第
三
部
懇
親
晩
さ
ん
会

　
　
　
　
　
（
名
古
屋
観
光
会

　
　
　
　
　
館
）

　
懸
仏
婦
連
の
東
京
事
務
局
は

世
田
谷
区
上
北
沢
一
一
四
二
九

（
電
話
三
二
八
i
一
五
九
八
）

名
古
屋
の
大
会
事
務
局
は
千
種

区
楠
元
町
愛
知
学
院
内
（
電
話

七
五
一
一
二
五
六
一
）

　
両
大
会
の
準
備
進
む

　
五
月
九
日
愛
知
学
院
大
学
に

全
仏
婦
連
の
大
会
準
備
委
員
三

十
人
が
集
り
、
本
部
か
ら
船
口

暉
子
事
務
局
長
が
出
席
し
て
六

月
二
日
に
行
わ
れ
る
仏
婦
大
会

に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
引
き

つ
づ
い
て
十
日
に
は
中
外
目
報

の
大
会
特
集
号
の
た
め
の
座
談

会
が
同
愛
知
学
院
に
て
開
か

れ
、
讃
仏
本
部
か
ら
、
稲
田
、

伊
藤
、
日
野
各
局
長
が
出
席
し

た
。
ふ
た
つ
の
大
会
は
余
日
わ

ず
か
だ
が
地
元
も
本
部
も
東
奔

西
走
で
日
夜
忙
殺
さ
れ
て
い
る

　
　
　
全
仏
加
盟

　
　
　
記
念
大
会

　
岐
阜
県
仏
教
連
合
会
の
全
脳

加
盟
記
念
大
会
は
、
四
月
二
十

四
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
岐
阜

市
民
セ
ン
タ
ー
に
県
下
の
檀
信

徒
四
千
数
百
人
が
集
り
盛
大
に

ひ
ら
か
れ
た
。

　
式
典
は
岐
阜
南
高
校
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
に
よ
っ
て
開
幕
、
仏
教

女
子
青
年
代
表
の
献
灯
、
献

華
、
献
香
、
三
帰
依
文
、
礼
拝

の
の
ち
全
仏
黒
田
事
務
総
長
か

ら
加
盟
承
認
書
を
、
伊
藤
粗
織

岐
阜
県
仏
連

局
長
か
ら
仏
旗
を
そ
れ
ぞ
れ
授

与
、
和
田
耕
正
県
仏
連
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
若
染
岐
阜

市
仏
教
会
檀
信
徒
部
会
長
が

“
私
た
ち
仏
子
は
、
い
よ
い
よ

仏
法
興
隆
と
寺
院
の
振
興
に
寄

与
す
る
こ
と
を
大
法
輪
の
前
に

誓
い
ま
す
”
と
宣
誓
文
を
朗
読

し
た
。

　
引
つ
づ
き
松
野
岐
阜
県
知

事
、
松
尾
岐
阜
市
長
の
祝
辞
、

仏
教
徒
の
歌
“
あ
あ
こ
の
よ
う

こ
び
”
の
大
合
唱
が
あ
っ
て
同

二
時
式
を
終
っ
た
。

こ
の
あ
と
記
念
講
演
と
し
て
、

東
本
願
寺
法
嗣
大
谷
光
紹
師
が

「
現
代
に
生
き
る
仏
教
」
駒
沢

大
学
総
長
の
山
田
霊
林
師
が

「
現
代
人
の
生
活
と
禅
」
そ
れ

に
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
中
尊

寺
貫
主
今
東
光
師
が
「
人
生
雑

感
」
を
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て

仏
教
徒
は
大
同
団
結
せ
よ
と
唱

き
、
各
講
師
と
も
熱
弁
を
ふ
る

っ
て
大
衆
に
ふ
か
い
感
銘
を
あ

た
え
、
つ
づ
い
て
大
阪
相
愛
学

園
合
唱
団
に
よ
る
仏
教
讃
歌
も

披
露
が
あ
っ
た
。
全
仏
会
長
知

恩
院
門
主
岸
信
宏
師
は
御
忌
法

要
を
終
え
て
か
け
つ
け
ら
れ
、

こ
の
大
会
の
成
功
を
祝
い
「
今

後
ま
す
ま
す
僧
俗
一
体
と
な
っ

て
全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め

に
つ
く
さ
れ
る
こ
と
を
念
じ
ま

す
」
と
会
長
と
し
て
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
大
会
は
同
五
時
盛

会
裡
に
終
っ
た
。
な
お
全
仏
関

西
事
務
局
鵜
飼
総
長
、
全
仏
稲

田
総
務
局
長
、
柳
組
織
部
長
も

・
こ
の
大
会
に
出
席
し
た
。

、
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全
日
本
仏
教
会
に
望
む

　
全
日
本
仏
教
会
は
、
わ
が
国
仏
教
界
の

唯
一
無
二
の
強
力
な
中
核
機
関
で
あ
る
と

世
間
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
宗
派

の
大
部
分
と
、
地
方
仏
教
会
、
そ
れ
に
、

各
分
野
の
仏
教
運
動
団
体
を
傘
下
に
収
め

て
い
る
の
だ
か
ら
、
少
く
と
も
外
形
的
に

は
、
一
般
か
ら
こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
だ
が
屡
々
こ
の
種
の
団

体
が
、
ひ
ど
く
無
力
で
、
脆
弱
な
体
質
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
性
・

質
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
国
連
の
よ
う
な

世
界
機
構
で
す
ら
、
い
よ
い
よ
と
な
る

と
、
た
ち
ま
ち
そ
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
よ
く
人
の
知
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
　
「
全
仏
」
も
、
こ
れ
に
似
た
宿

命
的
な
悩
み
を
も
っ
て
い
る
。
加
盟
団
体

は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
我
が
仏
尊
し
」
と
ば
か

り
、
そ
の
信
条
の
宣
布
に
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
い
さ

さ
か
の
主
権
を
も
、
　
「
全
仏
」
に
委
譲
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
根
本
的
な
事
情
を
認
識
す
る
こ
と
な

し
に
、
「
全
仏
」
に
過
分
の
期
待
を
か
け

る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

「
全
仏
」
自
身
も
、
一
般
も
、
こ
の
限
界

を
認
識
し
た
上
で
、
な
お
、
全
仏
は
何
を

な
す
べ
き
か
、
そ
し
て
ま
た
、
わ
れ
わ
れ

は
何
を
「
全
仏
」
に
望
む
か
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
信
教
の
自
由
と
、
政
教
分
離
の
体
制

は
、
そ
の
運
営
の
よ
ろ
し
き
を
得
れ
ば
、

宗
教
の
た
め
に
理
想
的
な
環
境
で
あ
る
。

国
が
宗
教
を
支
配
す
る
よ
う
な
こ
と
が
再

び
到
来
し
て
は
、
そ
れ
こ
そ
大
変
で
あ

真

漢

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
　
「
全
仏
」
に
望
む
第

一
は
、
宗
教
が
い
さ
さ
か
で
も
強
権
の
支

配
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
常
に
対
策
し
て
貰
い
た
い
こ
と
で
あ

る
。
第
二
は
、
近
代
文
明
は
、
所
謂
、
唯

我
観
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
文
明
で
あ

り
、
そ
の
素
晴
し
い
価
値
は
認
め
る
が
、

今
や
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
逆
に
人
間
の
疎
外
を
招
来
し
、
人

類
を
滅
亡
に
追
い
こ
ん
で
い
る
。
そ
こ
で

最
近
よ
う
や
く
世
界
の
心
あ
る
人
々
に
よ

っ
て
、
人
間
の
復
興
が
叫
ば
れ
、
共
存
と

連
帯
感
に
立
つ
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

が
唱
え
ら
れ
て
来
た
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
れ
を
真
に
理
論
づ
け
る
も
の
は
仏

教
の
他
に
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
近

代
社
会
を
背
景
と
し
た
無
我
観
を
、
世
界

思
想
と
し
て
推
進
す
る
方
策
を
真
摯
に
考

え
る
こ
と
が
全
仏
の
一
つ
の
使
命
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
第
二
に
、
何
と
い
っ
て
も

わ
が
国
民
は
、
意
識
す
る
と
否
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
仏
教
団
体
に
は
無
関
心
で
は
あ

っ
て
も
、
仏
教
的
雰
囲
気
に
お
か
れ
て
い

る
。
従
っ
て
こ
れ
を
意
識
す
る
仏
教
徒
へ

の
再
編
成
と
い
う
こ
と
が
肝
要
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
に
は
、
先
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
の
仏
教
精
進
に
基
づ
く
体
制
化
、
組

織
化
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
仏
教
青
年
会
、

仏
教
婦
人
会
、
保
育
連
盟
な
ど
の
既
存
の

組
織
強
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
仏
教
文

化
人
の
組
織
化
や
、
教
育
事
業
に
た
つ
さ

わ
る
教
職
員
の
連
絡
体
結
成
、
社
会
福
祉

事
業
に
関
係
す
る
仏
教
徒
の
組
織
化
等

々
、
い
ろ
い
ろ
の
分
野
で
の
所
謂
レ
ー
マ

こ
と義

貫

ン
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
や
、
僧
俗
一
体
の
仏
教

活
動
体
の
推
進
が
緊
急
を
要
す
る
事
項
で

あ
り
、
　
「
全
仏
」
こ
そ
、
こ
れ
を
推
進
す

る
強
力
な
役
割
の
た
め
の
最
も
適
切
な
機

関
で
あ
る
。

　
俗
世
間
的
な
、
所
謂
宗
派
の
共
通
利
益

の
確
保
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
な
任
務
の
一

つ
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
は
、
　
「
全
仏
」

は
こ
の
よ
う
な
事
項
だ
け
で
よ
ろ
し
い
と

す
る
意
見
も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
を
任
務
と
す
る
の
な
ら
、
連
絡

委
員
会
の
よ
う
な
も
の
で
結
構
だ
し
、
曽

て
の
、
　
「
野
仏
」
の
前
身
で
あ
る
仏
連
の

初
期
、
す
な
わ
ち
境
内
地
の
無
償
還
付
を

期
し
た
頃
の
各
宗
務
長
、
管
長
会
議
の
よ

う
な
組
織
で
十
分
で
あ
る
。
全
心
の
目
的

に
謳
っ
て
い
る
よ
う
な
全
一
仏
教
的
な
運

動
の
展
開
を
期
す
る
に
は
、
仏
教
を
世
界

思
想
と
す
る
た
め
の
努
力
、
国
内
的
に

は
、
仏
教
の
大
衆
組
織
化
の
方
策
を
推
進

す
る
機
関
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
加
盟
団
体
の
負
担
金
制
度
に
の

み
依
頼
す
る
こ
と
な
く
、
何
等
か
の
方
法

で
財
政
的
確
立
を
考
究
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
ろ
う
。
ま
た
人
事
に
し
て
も
、
負
担

金
の
多
寡
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
．
パ

ワ
ー
で
は
、
人
材
は
決
し
て
集
ま
ら
な
い

し
、
仏
教
の
た
め
に
生
命
を
か
け
た
仕
事

は
期
し
が
た
い
。
よ
ろ
し
く
強
力
な
適
材

適
所
主
義
に
脱
皮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
具
体
的
な
こ
と
は
紙
数
を
限
定
さ
れ

て
い
る
の
で
こ
こ
で
は
単
に
二
、
三
の
提

言
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
（
筆
者
は
全
仏
文
化
専
門
副
委
員
長
）

B6判302頁
定価400円
（〒70円1

獲
笠
原
；
纒
辮
讐
鷺

笠
原
一
男

新書判294頁
定価300円
（〒60円）

正
確
な
史
実
に
も
と
ず
ぎ
浮
き
ぼ
り
さ
れ

た
当
時
の
社
会
と
そ
こ
に
生
き
た
英
雄
た

ち
の
人
間
像

笠
原
一
男

頁
円

．㎜

翻
暮

新
定
一

鋭
く
え
ぐ
る
既
成
仏
教
の
病
根
と
適
切
な

立
直
り
の
ヒ
ン
ト

A6判395頁
定価400円
）（〒60円）

家
庭
の
本
棚
に
ぜ
ひ
一
冊
お
い
て
お
き
た
い
本
で
す
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

編
集
顧
問
　
笠
原
一
男

A5判96頁
定価100円
年極購読
1300円（〒11

斬
新
な
編
集
で
ま
す
ま
す
好

評
。
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
仏
教

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
あ
き
た

ら
な
い
人
に
是
非
一
読
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

発
行
あ
そ
か
出
版
社
善
意
麟
鰍
浴
早
苗
意
馬
黙
思
簿
馳
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口
文
化
局
は
さ
る
四
月
二
十

二
日
午
後
五
時
か
ら
ス
ェ
ヒ
ロ

で
日
本
教
育
会
役
員
と
の
懇
談

会
を
も
ち
「
教
育
と
宗
教
」
「
教

育
と
仏
教
」
に
つ
い
て
意
見
の

交
換
を
し
た
。

△
政
教
分
離
の
面
に
つ
い
て

△
学
校
教
育
の
中
に
お
け
る

　
　
宗
教
教
育
に
つ
い
て

△
学
校
教
育
の
中
に
お
け
る

　
　
宗
教
情
操
教
育
に
つ
い
て

△
学
校
教
育
の
中
に
お
け
る

　
　
宗
教
情
操
教
育
と
家
庭
教

　
　
育
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

　
多
岐
に
わ
た
っ
て
の
懇
談
で

あ
っ
た
が
、
今
後
協
力
し
て
進

む
こ
と
に
な
り
有
意
義
な
会
で

あ
っ
た
。

口
国
際
局
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
仏

生
会
に
際
し
、
　
「
一
日
休
戦
」

を
実
現
せ
し
め
る
べ
く
、
街
頭

署
名
運
動
を
仏
教
主
義
学
校
に

依
頼
し
て
署
名
収
集
を
し
て
た

が
、
所
期
の
二
〇
万
人
に
は
未

だ
達
し
な
い
が
、
近
く
そ
の
半

数
の
署
名
が
集
る
見
込
が
立
っ

た
の
で
、
国
際
委
員
会
を
五
月

九
日
午
後
一
時
か
ら
開
催
し

て
、
こ
の
署
名
を
基
と
し
て
、

今
後
如
何
に
こ
の
運
動
を
展
開

す
る
か
を
協
議
し
た
。

　
中
山
理
々
委
員
長
、
藤
井
真

水
副
委
員
長
ほ
か
各
委
員
か
ら

活
溌
な
意
見
の
開
陳
が
あ
り
、

今
後
わ
が
国
の
外
務
省
、
ア
メ

リ
カ
大
使
館
、
ベ
ト
ナ
ム
大
使

館
な
ど
に
対
し
休
戦
要
望
の
申

し
入
れ
を
行
う
こ
と
を
き
め

て
、
午
後
三
時
半
散
会
し
た
。

口
総
務
専
門
委
員
会
は
五
月

十
四
日
午
前
十
時
よ
り
開
催
、

つ
ぎ
の
事
項
を
協
議
し
た
。

　
一
、
財
団
基
金
の
拡
充
対
策

　
　
に
つ
い
て
。

　
二
、
機
構
組
織
に
つ
い
て
。

　
協
議
に
さ
き
だ
っ
て
つ
ぎ
の

正
副
委
員
長
を
互
選
。

　
委
員
長
美
濃
部
薫
一

　
副
委
員
長
　
古
宇
田
亮
宣

　
副
委
員
長
木
村
智
広

口
政
治
専
門
委
員
会
は
五
月

十
四
日
午
後
二
時
か
ら
開
催
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
協
議
し
た
。

　
一
、
全
仏
の
基
本
的
政
治
態

　
　
度
に
つ
い
て

　
二
、
そ
の
他

　
つ
ぎ
の
正
副
委
員
長
を
互

選
。　
委
員
長
　
狩
野
　
獲
麟

　
副
委
員
長
高
山
再
進

　
副
委
員
長
松
田
明
道

0
0
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鶴
ブ
・
ツ
ク
会
議

　
　
東
海
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
は
、
四
月
二
十
五
日
午
前
十
時

　
か
ら
岐
阜
県
仏
の
当
番
、
全
仏

　
主
催
で
岐
阜
市
長
良
の
グ
ラ
ン

　
ド
ホ
テ
ル
会
議
室
で
開
か
れ

　
た
。

　
　
ま
ず
全
心
黒
田
事
務
総
長
、

　
伊
藤
組
織
局
長
の
あ
い
さ
つ
に

　
且
つ
づ
き
自
己
紹
介
を
か
ね
各

喝

県
仏
の
活
動
報
告
が
あ
り
、
座

長
に
和
田
耕
正
岐
阜
県
仏
会
長

　
を
え
ら
び
協
議
に
う
つ
り
、
二

仏
の
本
年
度
の
事
業
方
針
、
予

算
な
ど
に
つ
い
て
柳
組
織
部
長

か
ら
説
明
が
あ
り
、
愛
知
大
会

に
つ
い
て
木
村
、
村
瀬
の
愛
知

県
仏
代
表
か
ら
協
力
方
を
要
請

し
た
。

　
つ
づ
い
て
各
県
仏
教
会
の
組

織
を
如
何
に
し
て
強
め
て
い
く

か
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
活
溌

な
意
見
が
各
県
代
表
か
ら
開
陳

さ
れ
、
今
後
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク

が
提
携
し
馬
地
域
活
動
を
盛
ん

に
し
ょ
う
と
決
議
し
た
。
明
年

度
は
、
三
重
干
上
が
当
番
に
な

っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
　
当
日
の
出
席
者
は
、
　
（
三
重

県
）
常
磐
井
尭
誤
会
長
、
高
島

広
勝
理
事
、
真
岡
慶
心
高
田
派

総
務
、
（
愛
知
県
）
木
村
正
範

理
事
長
、
村
瀬
良
彦
事
務
局

長
、
（
岐
阜
県
）
和
田
申
出
会

長
、
加
納
博
司
、
浅
野
真
明
、

寺
町
研
山
、
戸
崎
文
憧
の
各
役

員
、
寸
寸
一
雄
岐
阜
市
仏
檀
信

徒
部
会
長
。
（
全
仏
）
黒
田
事

務
総
長
、
伊
藤
組
織
局
長
、
柳

組
織
部
長
。

関
東
甲
信
越
プ
ロ

ツ
ク
会
議

本
年
度
当
番
県
の
群
馬
県
仏

で
は
全
仏
と
共
催
で
関
東
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
会
議
を
五
月

十
一
日
水
上
温
泉
松
の
湯
ホ
テ

ル
で
開
催
し
た
。

　
議
題
は
主
に
第
十
四
回
愛
知

大
会
に
つ
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
救

援
活
動
な
ど
で
、
さ
ら
に
地
域

仏
教
会
の
強
化
方
策
に
つ
い
て

各
会
長
さ
ん
方
の
熱
心
な
討
議

が
あ
っ
た
。

尊
し
て
盛
大
に
ひ
ら
か
れ
た
。

　
会
長
に
就
任
し
た
大
谷
光
紹

氏
は
、
本
東
願
寺
法
嗣
、
仏
教

界
の
ホ
ー
プ
と
し
て
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
全
仏
の
豊
原
大
潤
理
事
長
が

会
長
を
代
理
し
て
祝
辞
を
の
べ

た
ほ
か
、
大
谷
派
の
訓
覇
宗
務

総
長
、
四
天
王
寺
管
長
出
口
常

順
師
を
は
じ
め
大
阪
、
京
都
等

の
仏
教
各
界
代
表
の
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
た
。
事
務
総
局
か
ら

は
黒
田
全
仏
事
務
総
長
、
伊
．
藤

組
織
局
長
、
柳
組
織
部
長
が

出
席
。

全
心
青
全
日
本
仏
教
青

披
露
宴
年
会
で
は
、
四

月
二
十
六
日
午
後
五
時
か
ら
大

阪
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
会
長
大

谷
光
紹
氏
、
副
会
長
池
坊
専
永

氏
の
就
任
披
露
記
念
パ
ー
テ
ィ

が
各
界
代
表
四
百
余
名
が
出

i蚤繭輔難
　下記により、「仏墓親善平和祈願、欧州保育

国視家鴨奉仏教代表団を募集します。ふるって

ご参加下さるようお願いします。

日　時

巽凋

糞絢

噸込〆切’

10月：81…より11月8日まで（22目閥）

39万5千円（但し現行の運賃及料金

にして　名以上を蕃準としている●

；二仏毎盟各寒派寺院住職仏教徳でぞ

の寧族（1規等以内）にかぎる。

主なものは、仏教関係で、ロンドン

仏教会、イタリー仏教会。保冑施設

闘係では下イツ、ロンFン亀パリ

イタリ’各国施設。

7月末日まで

窪目盒日‡仏載禽

鷹京郁申央二二埠3の1
電話‘騨2）2969？866■

レ　　ヒ　　　，
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なすべ

愛知大会に望む

全仏ではこのたび各専門委員会の正副委員長の初の座談会を
開らき「全熟は何をなすべきか」「愛知大会に望む」とのふ

たつのテーマで、全仏がこんご進むべき方向と、間近に迎え

た全日本仏教徒会議愛知大会のあり方などについて5月2日
13人の諸先生か一ら忌揮のない意見を聞かせていただいた。
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東京築地サポイところ

　　　　　　　　　　　ロ出席者　（敬称略・順不同）1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

政
治
専
門
委
員

組
織
専
門
委
員

〃〃〃

白神鈴板
川野木橋

良真敏宥
純一範成

小
野
島
元
雄

古
屋
　
道
雄

文
化
専
門
委
員
　
伊
藤

　
　
〃
　
　
　
摩
尼

　
　
〃
　
　
真
漢

青
少
年
専
門
委
員
伊
東

　
〃
　
　
　
内
山

国
際
専
門
委
員
中
山

理発修義清道
々修己貫之機

国
際
専
門
委
員

全
仏
事
務
局

藤
井
真
水

稲
田
総
務
局
長

伊
藤
組
織
局
長

柳
組
織
部
長

近
藤
国
際
部
長

　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
会
　
白
川
良
純
委
員

｝
　
　
　
興
業
機
能
の
限
界
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
そ
の
時
相
川
議
員
が
「
自
分
も
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
席
さ
せ
て
く
れ
」
と
自
か
ら
出
席
し
て
き
ま
し

司
会
　
ま
ず
最
初
の
テ
1
マ
は
「
全
仏
は
何
を
　
て
、
そ
し
て
「
日
本
の
政
治
は
仏
教
に
よ
っ
て

な
す
べ
き
か
」
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
　
の
政
治
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
会
議
員
も

が
、
こ
の
大
き
な
テ
ー
マ
の
中
か
ら
、
い
く
つ
　
仏
教
徒
と
と
も
に
行
動
す
べ
き
だ
」
と
云
っ
て

か
具
体
的
な
問
題
を
あ
げ
て
話
し
て
い
き
た
い
　
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
ま
た
二
仏
は
仏
教
を

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
と
し
た
マ
ス
コ
ミ
対
策
を
た
て
て
貰
い
た

　
で
は
中
山
先
生
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
こ
れ
は
個
個
の
昼
鳶
で
は
で
き
な
い
最
大

申
山
，
そ
う
で
す
ね
、
大
き
な
問
題
で
す
か
　
公
約
数
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
現
在
、
文

ら
、
組
織
強
化
や
、
文
化
活
動
や
、
国
際
問
題
　
化
局
で
は
宗
教
と
教
育
の
問
題
を
や
っ
て
い
る

の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
進
め
て
い
　
が
、
と
に
か
く
全
仏
は
現
実
的
な
今
日
的
な
こ

っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
と
を
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

鈴
木
　
実
は
先
日
、
仏
教
政
治
同
盟
の
総
会
に
　
古
島
　
た
だ
い
ま
摩
尼
先
生
の
話
し
に
関
連
し

参
り
ま
し
て
、
そ
の
席
で
中
村
文
部
大
臣
が
祝
　
て
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
最
近
ド
イ

辞
を
述
べ
ら
れ
た
う
ち
に
「
日
本
に
は
仏
教
思
　
ッ
か
ら
持
田
東
大
教
授
が
帰
っ
て
き
て
の
話
に

想
は
あ
る
が
真
の
仏
教
徒
は
い
な
い
」
と
か
よ
　
よ
れ
ば
「
例
え
ば
教
育
を
受
け
る
権
利
は
肖
れ

う
に
言
わ
れ
て
お
っ
た
。
ま
た
中
曽
根
代
議
士
　
に
あ
る
の
か
、
日
本
で
は
子
供
に
あ
る
の
で
あ

や
川
野
三
蓋
氏
も
「
現
在
創
価
学
会
が
活
発
に
　
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
親
に
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
で

運
動
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
大
道
に
出
て
、
自
　
は
宗
教
デ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
徹
底
し
て

ら
民
衆
を
説
得
し
て
行
く
そ
の
力
と
組
織
は
ま
　
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
全
仏
は
仏

こ
と
に
賞
む
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
　
教
徒
は
宗
教
と
教
育
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
云

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
も
大
い
に
反
省
し
な
け
れ
　
う
よ
う
な
こ
と
を
デ
ッ
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
貰
ら

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
立
仏
の
　
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
組
織
で
す
が
、
な
か
な
か
全
国
津
々
浦
々
　
司
会
　
だ
い
ぶ
話
題
が
多
岐
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
で
届
い
て
い
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
旗
印
　
ま
し
た
が
真
漢
さ
ん
ひ
と
つ
お
願
い
し
ま
す
。

が
あ
い
ま
い
だ
か
ら
で
、
私
は
ま
ず
第
一
に
　
真
渓
　
私
は
全
仏
の
前
身
で
あ
る
仏
連
時
代
に

「
仏
教
徒
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
方
向
の
も
と
　
し
ば
ら
ぐ
宗
教
連
盟
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
関

に
進
も
う
」
と
い
う
の
が
第
一
で
、
次
に
寺
院
　
係
と
、
全
国
に
な
る
時
に
そ
の
規
約
を
作
成
し

の
権
益
よ
う
こ
の
二
本
立
で
行
っ
た
ら
よ
い
と
　
た
も
の
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
二
案
が

思
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ
て
、
第
一
案
は
理
想
案
で
あ
っ
て
現
実
に

摩
尼
　
先
般
、
国
会
議
員
と
懇
願
会
を
し
た
の
、
は
実
施
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
第
二
案

　
の
全
仏
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
争
じ
が
じ
最
近

　
の
二
仏
は
進
歩
し
て
き
て
、
特
に
専
門
委
員
会

　
な
ど
も
活
発
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

結
構
な
こ
と
と
思
う
。
全
手
は
わ
が
仏
尊
し
と

す
る
団
体
が
あ
つ
ま
っ
て
い
て
そ
れ
が
自
己
の

宗
派
の
主
権
を
全
仏
に
委
譲
し
な
い
か
ぎ
り
、

全
仏
の
活
動
の
積
極
化
と
い
う
の
は
あ
り
え
な

　
い
と
思
う
。
こ
こ
に
二
仏
の
限
界
が
あ
る
と
思

う
。
ち
ょ
う
ど
国
連
が
外
面
的
に
は
非
常
に
大

き
な
組
織
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
さ
て

現
実
の
問
題
と
な
る
と
、
な
か
な
か
、
，
そ
の
効

力
を
発
揮
し
得
な
い
、
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ
れ

各
国
の
利
害
関
係
が
違
っ
た
立
場
に
お
る
か
ら

で
あ
り
、
主
権
を
委
譲
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
む

ず
か
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
悩
み

が
幸
田
に
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
う
限
界
を
心

得
な
が
ら
、
全
仏
が
今
後
ど
う
い
う
方
向
に
進

む
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
全
仏
を
進
展
さ
せ
る

唯
一
の
道
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
例
え
ば
全
仏
大

会
を
見
る
と
、
そ
の
運
営
に
お
い
て
現
在
の
社

会
と
遊
離
し
た
大
会
で
あ
っ
て
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
は
あ
ま
り
と
り
あ
げ
て
く
れ
な
い
、
議
案
に

つ
い
て
決
議
さ
れ
て
も
な
ん
ら
実
行
さ
れ
な
い

と
い
う
も
の
が
多
い
。
土
仏
は
宗
団
で
や
れ
な

い
共
通
の
問
題
を
や
る
と
い
う
限
界
の
な
か

で
、
社
会
の
大
衆
を
相
手
と
し
て
仏
教
運
動
を

滲
透
さ
せ
る
の
が
全
仏
に
与
え
ら
れ
た
使
命

だ
、
大
衆
運
動
の
中
核
体
と
な
る
べ
き
だ
と
思

う
。司
会
　
た
だ
い
ま
真
漢
さ
ん
の
話
し
の
よ
う
に

全
仏
の
限
界
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
話
し
を
す

べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
小
野
島
さ

ん
い
か
が
で
す
か
。

小
野
島
　
い
ま
ま
で
に
も
全
仏
は
何
を
な
す
べ

き
か
と
い
う
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
席
上
で
論
議

さ
れ
、
あ
る
意
味
で
は
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
あ

と
は
実
行
に
移
す
た
め
の
努
力
が
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
全
仏
の
本
年
三
月
の
講
習
会
に

し
て
も
参
加
者
は
僅
か
で
あ
っ
た
し
、
権
益
の

問
題
に
し
て
も
、
末
端
の
寺
院
ま
で
納
得
さ
ぜ

る
努
力
が
要
望
さ
れ
る
と
思
う
。

弄
ヤ，　　．　，r
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要
す
る
に
問
題
は
金

司
会
　
こ
れ
は
全
仏
の
事
務
局
の
組
織
に
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い

て
鈴
木
さ
ん
ど
う
ぞ
。

鈴
木
　
全
仏
は
今
日
の
よ
う
な
会
議
を
し
て

も
、
会
議
だ
け
す
め
ば
あ
と
は
ど
う
な
っ
て

も
、
と
い
う
の
が
今
ま
で
の
全
仏
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
墓
地
、
農
地
問
題
で
も
、
し
か
る
べ

き
手
配
を
し
な
か
っ
た
。
昨
年
、
私
は
長
野
大

会
で
宗
教
と
教
育
の
問
題
を
提
案
し
た
が
、
そ

れ
に
つ
い
て
現
在
ま
で
な
ん
ら
処
置
さ
れ
て
い

な
い
。

真
渓
　
私
は
全
仏
は
で
き
る
範
囲
の
こ
と
は
し

て
い
る
の
で
努
力
が
足
り
な
い
と
は
申
さ
な
い

、
な
に
し
ろ
全
仏
は
事
務
員
も
少
な
い
の
だ
か

ら
や
む
を
得
な
い
。
調
査
部
と
い
う
よ
う
な
も

の
を
設
け
て
資
料
を
収
集
し
て
地
方
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
く
れ
ば
す
ぐ
そ
れ
に
対
し
解
答
で
き

る
と
い
う
資
料
室
と
い
う
組
織
を
作
る
要
が
あ

る
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
た
だ
い
ま
鈴
木
さ
ん

が
い
わ
れ
た
宗
教
と
教
育
の
問
題
は
文
化
局
で

や
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
本
年
六
月
十
八
日
に

文
化
会
議
が
京
都
で
開
催
さ
れ
、
ひ
き
つ
づ
き

東
京
、
仙
台
で
や
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
る
。

鈴
木
　
そ
れ
は
ぜ
ひ
ひ
と
つ
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

司
会
　
四
仏
全
体
の
問
題
と
し
て
具
体
的
な
こ

と
は
ど
し
ど
し
実
行
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。
私
の
関
係
の
広
報
小
委
員

会
で
は
現
在
の
全
仏
通
信
を
よ
く
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
い
ろ

い
ろ
議
論
が
で
て
、
結
局
は
、
全
仏
通
信
を
専

門
に
や
る
専
任
者
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
こ
ん
ど
こ
の
小
委
員
会
か
ら
組
織
委
員

会
に
対
し
て
意
見
書
を
出
し
て
善
処
を
要
望
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

真
渓
　
要
す
る
に
問
題
は
金
で
す
ね
（
笑
）
。

全
周
は
う
ん
と
予
算
が
と
れ
る
よ
う
な
方
法
を

考
え
る
ん
だ
ね
。

稲
田
　
い
や
全
艦
は
機
構
が
非
常
に
む
ず
か
し

い
で
す
ね
。

真
渓
　
だ
か
ら
宗
派
か
ら
負
担
金
を
も
ら
う
の

は
限
度
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
金
を
集
め
る
方

法
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

稲
田
　
各
加
盟
宗
派
や
団
体
か
ら
負
担
金
を
貰

う
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
宗
派
の
特
徴
が
あ
る
の

で
、
そ
の
宗
派
の
特
徴
を
殺
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
そ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
統
一
し
た
も

の
は
で
き
な
い
。
全
仏
教
宗
み
た
い
な
も
の
を

作
っ
て
宗
派
を
離
れ
て
、
皆
さ
ん
が
加
盟
す
る

な
ら
、
全
仏
の
現
在
の
機
構
で
も
う
ま
く
い

く
。真
渓
　
そ
れ
は
理
想
案
だ
ね
（
笑
）
。
要
は
金

で
す
よ
、
負
担
金
な
ん
か
お
し
る
し
程
度
く
ら

い
に
な
ら
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
よ
。

司
会
　
い
ろ
い
ろ
御
意
見
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
日
や
か
ま
し
い
青
少
年
の
問
題
が
あ
ま
り
で

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
伊
東
さ
ん
何
か
お
話
し
を

伺
わ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

伊
東
　
今
回
で
私
は
二
回
目
の
会
合
出
席
で
よ

く
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
全
面
は
宗
派
か
ら

負
担
金
を
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
い

む
う
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
の
で

す
。
こ
れ
を
脱
皮
し
な
い
以
上
、
各
宗
旨
で
や

れ
な
い
共
通
の
問
題
も
や
れ
な
い
と
思
い
ま

す
。
金
の
問
題
は
、
必
要
と
あ
ら
ば
誰
れ
で
も

金
を
だ
す
の
で
す
ね
。
青
少
年
の
問
題
に
入
り

ま
す
が
、
私
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
を
や
っ
て
い

ま
す
が
、
戦
前
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
国
が
補

助
し
、
地
方
が
補
助
し
て
き
た
、
今
は
特
別
の

場
合
し
か
補
助
は
な
い
の
で
普
段
の
維
持
費

は
、
ス
カ
ウ
ト
自
身
や
父
兄
が
出
費
し
て
、
戦

前
よ
り
健
全
に
運
営
し
て
い
る
の
で
強
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
か
ね
ば
仕

事
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

内
山
　
青
少
年
問
題
も
全
霊
的
な
よ
い
指
導
書

が
あ
れ
ば
一
般
か
ら
当
然
飛
び
つ
い
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

司
会
　
指
導
書
は
私
ど
も
の
青
少
年
協
議
会
で

も
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
協
力
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
欲
し
い
仏
教
会
館

俘
藤
　
最
近
都
市
で
は
、
お
寺
と
檀
家
と
の
関

係
が
信
徒
と
い
う
も
の
に
変
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
若
い
人
の
う
ち
に
は
家
の
宗
旨
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
興
味
と
い
う
か
関
心
を

も
つ
人
が
大
勢
い
る
。
　
「
自
分
は
座
禅
に
興
味

が
あ
る
」
と
か
、
あ
る
い
は
仏
典
の
通
俗
講
義

に
興
味
が
あ
る
と
か
い
う
人
が
い
る
。
そ
う
い

う
こ
と
を
全
仏
で
と
り
あ
げ
れ
ば
す
こ
し
も
宗

派
の
主
権
の
問
題
に
は
関
係
し
な
い
。
そ
れ
か

ら
さ
き
ほ
ど
全
仏
の
財
源
の
話
し
が
あ
り
ま
し

た
が
、
私
は
ぜ
ひ
仏
教
会
館
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
う
。
例
え
ば
全
国
の
寺
院
を
単
位

に
、
あ
る
い
は
信
徒
を
単
位
に
す
る
と
か
し

て
、
こ
の
仏
教
会
館
に
宿
泊
施
設
な
ど
を
し
て

会
員
は
い
つ
で
も
泊
め
て
あ
げ
る
。
不
忍
池
の

ぞ
ぱ
に
日
蓮
系
統
の
宿
泊
歪
み
た
い
な
も
の
が

あ
る
が
、
全
身
で
や
れ
ば
あ
の
何
倍
か
の
も
の

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
全
仏
が
築
地
の
本
願

寺
に
世
話
に
な
っ
て
か
な
り
長
い
と
思
う
が
、

こ
れ
で
は
な
さ
け
な
い
。
全
仏
会
館
を
求
あ
て

い
る
の
な
ら
、
こ
の
仏
教
会
館
を
ひ
と
つ
是
非

や
っ
て
ほ
し
い
。

司
会
　
こ
の
件
は
全
国
の
仏
教
徒
の
宿
願
で
あ

る
の
で
、
い
つ
れ
時
期
が
く
れ
ば
や
り
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
国
内
の
こ
と
は
こ

れ
く
ら
い
に
し
て
、
国
際
関
係
で
中
山
さ
ん
ど

う
ぞ
。

中
山
　
私
は
日
本
に
お
盆
や
花
ま
つ
り
の
日
の

仏
教
の
祝
日
を
制
定
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ

は
金
が
か
か
ら
な
い
し
、
教
育
的
に
も
国
際
的

に
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
ベ
ト

ナ
ム
の
問
題
で
す
が
、
全
仏
も
四
月
八
日
に
日

比
谷
公
会
堂
で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
名
の
り
を

あ
げ
物
心
両
面
の
応
援
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
大
変
結
構
な
こ
と
と
思
う
。
さ
ら
に
幾
分

で
も
戦
火
を
や
わ
ら
げ
る
と
か
、
戦
争
を
追
放

す
る
と
か
い
う
方
向
に
日
本
の
仏
教
界
が
動
い

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
中
共
や
ワ

シ
ン
ト
ン
に
行
っ
て
話
し
合
う
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
。
さ
ら
に
全
仏
が
ベ
ト
ナ
ム
へ
使
節
団

を
送
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

司
会
　
板
橋
さ
ん
ど
う
ぞ
。

板
橋
　
こ
の
た
び
、
阿
部
竜
伝
師
が
仏
教
政
治

同
盟
の
委
員
長
に
な
ら
れ
、
東
仏
の
て
こ
入
れ

で
再
建
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
き
ほ
ど
の
青
少
年
の
問
題
、
平
和
の
問
題
、

教
育
の
問
題
な
ど
、
仏
政
同
も
同
一
歩
調
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
土
仏
も
い
ろ
い
ろ
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

摩
尼
　
い
ま
の
話
し
に
補
足
し
ま
す
が
、
仏
政

同
は
第
十
二
回
静
岡
大
会
の
時
に
採
択
さ
れ
た

も
の
で
、
全
仏
は
政
治
関
係
の
問
題
を
や
る
に

は
支
障
が
あ
る
の
で
、
高
野
同
が
全
室
外
郭
体

と
し
て
、
動
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
祝
祭
日
の

問
題
で
も
、
教
育
の
問
題
で
も
、
結
局
は
政
治

を
通
さ
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
解
決

し
な
い
問
題
で
す
。
そ
こ
で
六
月
の
大
会
に
は

単
な
る
仏
政
同
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
政
治

と
宗
教
と
い
う
形
で
、
と
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

司
会
　
そ
れ
で
は
第
二
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
こ

ろ
の
愛
知
大
会
に
つ
い
て
お
一
人
づ
っ
、
ひ
と

こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

伊
東
　
青
少
年
の
問
題
を
展
開
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

真
渓
　
今
年
の
議
案
審
査
会
で
は
議
案
を
厳
選

を
す
る
こ
と
で
す
。
今
ま
で
団
体
か
ら
提
案
が

あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
面
子
（
メ
ン
ツ
）
を
た
て

る
と
い
う
建
前
で
あ
っ
た
が
重
要
な
問
題
だ
け

を
取
り
あ
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

司
会
　
伊
藤
さ
ん
か
ら
さ
き
ほ
ど
仏
教
会
館
の

話
し
が
あ
り
ま
し
た
が
…
…
。

伊
藤
　
こ
れ
は
私
が
生
き
て
い
る
う
ち
ぜ
ひ
実

現
し
た
い
念
願
で
す
。

中
山
　
私
も
同
じ
で
す
。

藤
井
　
た
い
へ
ん
結
構
な
こ
と
で
す
。

鈴
木
　
伊
藤
さ
ん
の
会
館
を
建
て
る
件
は
結
構

で
す
。
わ
れ
わ
れ
神
奈
川
県
仏
で
は
明
治
百
年

の
行
事
と
し
て
一
億
財
団
を
生
み
だ
し
、
そ
の

精
神
に
副
う
よ
う
実
行
中
で
す
。

司
会
　
終
り
に
当
局
側
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

稲
田
　
長
時
間
に
わ
た
り
、
当
局
を
た
い
へ
ん

啓
蒙
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
（
笑
）

全
仏
の
機
構
は
皆
さ
ん
御
承
知
の
通
り
で
す

が
、
更
に
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
局
長
　
眠
れ
る
全
教
団
が
組
織
づ
く
り
を

し
て
出
直
し
て
ゆ
け
ば
ま
だ
脈
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
と
り
あ
え
ず
六
月
の
愛
知
大
会
を
盛
大

す
る
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『一　　一下．究　r
みコ
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